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Abstract: This paper describes the result of meteorological observations (mainly 
surf ace and aerological) at Syowa Station from February I, I 986 to January 31, 
1987. Observation items and methods are almost the same as in 1985. 

要旨：この報告は第 27次南極地域観測隊越冬隊気象部門が， 1986年2月1I I 

から 1987年 1月31日までの 1年間，昭和柏池において＇だ施した地 J:および高J刊気

象槻測の結果をまとめたものである．

1. はじめに

399 

m 21次南極地域観測隊越冬隊気象部門は， 1986年 2月 1日に第 26次観測隊から定常気象

業務を引き継ぎ， 1987年 l月31日までの 1年問，昭和某地において，主として地上気象観

測・高層気象観測・オソ‘・、ノ令扇観測等を実施した．

気象観測の項 Hについては， 日射贔のしぎい値が WMOの勧告値に改められたことに伴

う咲更があったほかぱ，第 26次観測隊（召田ら， 1989) とほぼ同じであった．

最近の地球環境問題の一環としてオゾン層破壊が問題になっていることから，南極地域の

外国基地からオゾンデークやオゾンゾンデ器材の提供依頼があり，南極のオゾンに関する研

先に対する各国の熱意がうかがえた．

第 27次観測隊では，オゾン全贔観測に万全を期すほか，オソ‘‘ヽ／ゾンデ 12台の飛楊・観測

を行った．

そのほか， 昭和甚地の嵐約 25kmのラングホプデに生物観測小屋が新設され，越冬後

半に長期滞在が行われたことに伴い気象観測を実施した．

また，過去 10年間にわたって，有人の気象観測が行われてぎた「みずほ某地」が， 1986年

10月 12日をもって閉鎖され， 1日 1回の通報と目視観測等が中止となり， 無人の観測点と

なった．

2. 地上気象観測

2. 1. 観測項目と経過

観測は， 池上気象観測法（気象庁）および世界気象機関 (WMO) の技術革準に準じて行

＊気象庁. Japan Meteorological Agency, 3-4, Otemachi 1-chomc, Chiyoda-ku, Tokyo 100. 
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い，観測データの統計は，地上気象観測統計指針（気象庁）により行った．

気圧，気温，露点温度，風向，風速， 日照時間，全天日射贔の各観測の連続出録および紺

Tl→．．時の記録は，総合自動気象観測装置 (AMOS)地上系により行い， 実形・景については，

1日8回 (00,03, 06, 09, 12, 15, 18, 21 UTC) f:l視による観測を行った．また，視程，

大気現象については，随時目視による観測を行った．表 1に使用した地上気象観測測器一覧

表を示すが観測機器の状態は， 1年をとおし，観測に支障をぎたすほどの大きなトラプルも

なく，良好に経過した．

表 1 地上測盛一覧表

Table /. Elements and instruments of、surfaceobservation. 
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2. 2. 観測結果

1986年 2月から 1987年 1月までをとおして見ると， 3月に最初のプリザードを観測し，

以後合計 25回のブリザードが観測され， 1983年以降では最多となった．

プリザード回数が多かったためか，風速は準平年値にくらべ 8月を除ぎ平年並みから強い

ガであった．気温は 2, 3, 9月が準平年値より高い観測値であったほかは，平年並みであっ

た．また，面面気庄は，越冬前半の 3月下旬ー 4月下旬， 6月中旬が準平年値より低かった

ほかは全般に高い値であった．後半は， 1月を除きかなり低い観測値となった．

以下に， 1986年 2月から 1987年 1月までの各月の概況を述べる．

2月：上旬はほぼ平年並みの気温であったが，中旬以降は暖かい日が続ぎ，気温を始め日

照時間， ［火贔などの観測値が高い方， 多い方に更新された （日最高気温がプラスの日が 20

日あった）．

3月：上旬，中旬と前月から引ぎ続ぎ気温が高く，天気の良い日が続ぎ日照時間の多い穏

やかな日が続いた．下旬には風の強い荒天の日が多く， 29日には初のブリザード (C級）と

なった．

4月：全般的に周期的な天気の疫化となった．晴天は少なく，特に，中・下旬にぱ,Tiの「l

が多かった．上・中旬には各 1回，下旬には 2同のプリザードを観測し， 29日には A 級プ

リザードとなった．

5月：上旬の日最高気温は平年よりやや高め，中旬の気温はやや低めであった．上・中旬
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とも風が弱く比較的穏やかに経過した．下旬の前半は風が強く曇りがちの天気であったが，

後半は晴天の日が多く寒さが厳しくなった.13日以降の日照は観測されなかった．プリザー

ドは 2回観測された．

6月： 24日に一30°cを内ljり， 寒さも本格的となった． ‘月日数は上・下旬に多く，中旬

を除いても 19日間あった. 4, 29日に A 級ブリザードを観測し， 29日には最大瞬間風速

53. 5 m/sを記録し， 6月としては高い方から 1位であった．

7月：上旬は風が強く晶りの日が多かった. 3-5日にかけての B級ブリザードでは，観測

史上 5位の最低気圧 (942.0 mb) を品録した．中旬は 11-13日の A 級ブリザードを除いて

晴天が続き風も弱く気温も平年より高めに経過した． 下旬前半は引き続き哨天 (14-24日間

連続快睛）で，後半は曇天続きであった．

8月：上旬は風が弱く気温は低めに経過，中旬には 1カ月ぶりのブリザ--ドを観測した．

下旬は真の多い日が多く気温も平年より高めであった．

9月：月平均気温のー 14.6°C (i焦平年比 +3.7°C)は， 9月としては高い方から 3位の

出緑となりかなり I援かい月となった．気圧は数Ii11 (特に下旬に多い）の低気圧の接近によ

り， 月平均海面気圧 964.7 mb (準平年比ー 18mb) となり 9月の低い方から 2位を出録し

た．プリザードは 2回観測された．

10月：上旬の気温は前半しまやや低めに経過し，後半ぱ述日の低気圧接近により高めに経過
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表 3

Table 3. 
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した．中旬は平年並人の気温で風も弱く稔やかな Hがもかった. F'i1Jの気温は平年よりやや

低めで，晴天・柑天が交互に訪れ月~{には A 級プリザードを観測し， 月合，;j・6¥11}のプリザ

・ードを観測した．

11月： ト'.l-i]は 2¥1Jjのプ IJザードを観測し， 前月から続し、たプリザードでは 1日に 1I月と

しての最大風速で 1位の 36.5 m/sを晶録した（般大瞬間）弧連は 43.2 m/ヽ で 11月で 1位）．

表 4 プリザード統計 }i

Table 4. The data of heavy snowstorms (blizzard). 
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階級分類A級：視程 100m未満、風辿 25m/s以」・・、継続時間 6時間以l:
B級： 1000m未祉翡， 15 m/s以上， 12時間以上

C級： 1000m未‘満， 10 m/s以上， 6時間以上

開始・終[ll時および継続時間は，そのプリザードがC級以上になった時間である．

妓低海面気庄ほ， 970mb以下になった場合のみ記して花る．



Vol. 33, No. 3〕 第 27次南極地域観測隊気象部門報告 1986 405 

12月：上旬の気温は平年よりやや低めで， 風の強い Hが多かった． 中旬の気温はほぼ平

年並みで穏やかに経過した. ・f1uは 27-28日にかけて平均風速が約 25m/sの強風が続くな

ど，全般によの多い日が多かった．

1月：上tuは低気圧の接近で風の強い日もあったが，気温は 1凶ド並みであった．中旬は火

の多い日が多かったが気温は平年より高く穏やかに経過し，下1,)も高気圧におおわれたた

め，晴天の日が多かった． 表2と図 1に 1年間の観測結果を， また表 3に月別順位更新表

を，表 4にプリザード統計表を示す．

3. 高層気象観測

3. 1. 観測項目

気球が破裂する上空約 25km までの気庄，気温，風向，風速および気温が一40°cにな

る高度までの相対湿度を観測した．

3. 2. 観測方法およぴ測器

高層気象観測指針（気象庁）に基づき，南極 78型レーウィンソ，'ンデをヘリウム充てんの自

巾気球につり下げて飛揚し， 11}日00と 12UTCの 2回の観測を行った．飛揚した器材は表 5

のとおりである． ゾンデ信号の受信と測角には自動追跡記録型方向探知機 (JMA-D55B-2型）

を用いた．計算処理作友，電報作成は， 表 6に示す総合自動気象観測装置 (AMOS)の高

層系により自動的に行った．

また，バックアップとしてゾンデ信号をアナログレコーダーに，角度データを角度データ

レコーダーに記録した． これらの観測結果は，モーソン恥地経IRでメルボルンの世界気象中

枢に通報した．

表 5 高層観測飛揚器材

Tah/e 5. Instrument and sensors of aero/ogical observation. 

南極 78型レーウィンゾンデ

i スミスパン艘60mm<p 
気 ff I 

. i 抵抗式空ごう気圧計
----―. -- • 

センサー i 小型ダイオードタイプ
．気 'II

(1111. i 
i : ガラスコートサーミスター
[--~--~-—---

湿 度 カーボンタイプ湿度計
. . ...  ・・-一・- . . .. . .. 

電 池 j B 80 RS型注水電池

I"" 
メし 球

その他

600g気球，浮力 2200g, 強風時2300g 

66型遅動式巻下器

PA 72型追跡補助灯



406 f・塚止 ・・渡 i,,;t1・ii・ 以 1凡政 di・ 佐々木 i『

表 6 総合自動気象観測装似(AMOS)j¥JjJ曾系

Table 6. Automated m<:feoro/ogical observation system (AMOS) aerological system. 

〔南極資料

巾央処理装i四
ディスクドライプ

ディスクコントローラー

グラフィックデ（スプレイ

プリンター

人力信号変換部

コード咬換器（紙テープ受いさん孔盟）

64 Kワード

20 M ,(イト

HP2113E 

HP7906 MR 

HP 13037 B 

HP 2648 A 

HP 2635 A 

3524 S 

3. 3. 観測経過

1986年 2月 1日OOUTCから観測に入り， 1987年 1月 31fl 12 UTCまで観測を行った．

AMOS高層系は， ディスク収納部のマイクロスイッチの接触不良など軽微な故障はあった

が，総じて順調に観測を継続でぎた．観測状況を表 7に示す．欠測 3回， うち 2回はプリザ

ードのため， 1回はダクシンガンゴトリ基地（インド）とのオゾンゾソデ同時飛揚によるた

めであった．

Table 7. 

表 7 高層観測状況一覧K
The number of times and attained heights of aerological observation. 

項目

飛 揚団数

定時観測回数 I

欠測阿数

資料欠除回数！

再観測回数

到 1 平均 mb1 

追！ 平均 km

高，最高 mb:

度妓高 km
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9 IO 11 12 I (平均）

I . . . -- --・-. . 
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61 64 60 63* 62 I 748 

60 62 59 62 61 1 727 

0

0
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0
ー

ー

0
ー

2

0

0

ー・ 。
0
 
C
 0
 

19.0 21.2 27.4 30.3 25.l 20.8 18.3 19.0 22.8 23.5 19.0 18.9 

27.2 26.6 24.5 23.4 23.6 23.9 24.5 24.3 24.4 25.0 27.2 27.8 

14.0 12.4 15. l 13.2 12.2 12.5 11.8 13.0 12.1 16.2 14.3 13.0 

29. 2 29. I 27. l 26. 6 26. 9 26. 5 27. 4 27. 2 27. 4 27. 7 29. 0 30. 0 

?'．

6
 

'1'12月臨時卸測 I111]を含む．

飛揚したが観測データの得られなかった1叶数は， f1Jザードや強風のため 11同， 発信停

止や周波数低下のたも 5回， ガスもれ 21111, 1;.Uじ，；十の接、1,1;~/ド良 2 !l1J, 受信機トラプル 1回，

信号変換部誤動作 l 詞，観測値取り込J.;..~濯調 3!ril, 操作ミス 1lulであった． これらの理由に

より， 201~1] の再観測を行った．また気圧接点取り込み不能のため，バックアップのアナログ

［記録を用いたことが数[111あった．

池上施設のトラプルは， D558-2パラボラアンテナの ELュニット内のハンダ付け不良に

よる断線，フリアンフの不良があった．気球破災高度をJ:げるため，気球の灯油漬げを 5月

中旬から 11月下旬まで行った．
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Fig. 2. Monthly means of height at standard pressure levels. 
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3. 4. 観測結果

1986年 2月から 1987年 1月までの月平均指定気圧面観測値（高度，

に示す．

気温， 風速）

409 

を表 8

図 2に月平均指定気圧面高度をぷす． 対流菌では 2, 5, 8月と高度が高く， I I月も平年

(1986年 3月から 1987年 1月の平均）よりは低いものの 3カ月｝月期の変動が見られる． 成層
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隧（ここでは気球の到達する 25km位まで）では， 7月まではほぼ平年並みに経過するが，

8月が高め， 9月が低めで年の極小が 9月となった. 11, 12月は， 100-30 mbで平年に比

べ 200-300gpm高度が低く，特徴的である．

図 3に月平均指定気圧面気温をぷす．対流圏の下層で（ま 7月まではほぼ平年並みの経過tこ

が，冬季 8, 9月の高温が顕薯で，地上でも高温であった．

成層圏で特徴的なのは 200-50rnb, 特に 100rnbの 11, 12月の低温で先に述べた戯度の

負偏産に対応している． この年観測された最初の突然昇{/rrlは， 9月 13l::lから 18l:lにかけて

で 50mbで約 20°cほど上昇した． この年蚊人の突然外温は 10月 15日から 2I Liにかけ

てで， 100-30mbで約 33°cほど上昇しに特に， 19-21l::lにかけて 50mbで 25°cも上

昇した（図 4). 図 5は上層気温の年咲化で，成層圏 30mbの気温は 7月がー82.4°C と，

この年の最低だが平年よりはやや高めで， 8月は一80.8°Cと平年並みにもどる． ー80°C

の範囲からしても、「年泥人なし、しややrCTiめとし、ったところである．

200 f¥・・--¥ -(¥/・・¥・:.、J
300 10"" ・--・----
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図 6a,b 上層風東西成分 (a), 南北成分 (b)の什．浚化 (m/s)(破線ぱ平年値）

Figs. 6a、h. A1111ual variation of 1110111/,/y mean wind co111po11e11t.1・(W-E)(a), (S-N) (b). 

区]6に上層風成分の年変化を示す. 4月までぱ西風が弱いが 5月以降強まり，特に冬季に

かげ 100mbより上層で強くなった. 9月にはし、ったん、V年並みとなるが， 10月には再び強

まった．南北成分を見ると， 6-8月にかけほぼ全層で南偏差になっているのが日につくが，

図 3, 5で見られるように寒気は入っていない

昭和基地の上空で見るかぎり， 冬期間の極うずの成層圏気温は平年並／豆なし、しやや閲めに

ったが，極夜シェットぱ平年より強かったとし、える．

図7に年平均指定気庄面気温の経年変化をボす. J寸流圏では変動しながらも， 70年代より

80年代に入って高椙の傾向が出てし、る. .)j成層圏では，＼閏期＇を動 (3-5年周期）しながら



Vol. 33, No. 3〕 第27次南極地域観測隊気象部門報告 1986 411 

0 

(a) 
ー13C 

850 

-14 

ー15

-16 
-21 _ 

700 

-22 

-23 -
-35 

500 

-36 

-37 

-38 
69 70 75 80 85 86臼

(b) ゜-55 C 

-56 

-57 
••’・・: •, 

“’’・、•, . ヽ，．． ．． .. :',  ・
•’ 

． 

． 

,,~· ・....... 
-59 ・．．ヽ’・ ・・

-58 

-60 

-E , 
-62 

-63 

-64 

-65 
69 70 75 80 85 86臼

図 7a,b 年平均指定気圧面気温の経年究化

Figs. 7a, b. Year-to-year changes of air temperature at standard pressure revels. 

70年代末に高温となって以来， 85年まで下降し， 86年になってから昇温してし、る． 特準す

ベぎぱ， 80年以降の変動が著しいことである．

図 8に年平均指定気庄而風速の経年究化を示す（図中西および南成分を＋にとっている）．

東西成分についてみると， 500mb より下層の対流圏下部では年平均が東風で， 経年変化は
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Fig.、.8a, h. Year-to-year changes of wind co111po11e11ts (U1-E) (a), 

(S-N) (b) at standard pressure levelふ
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ゆるやかである. 500 mb より上の対流圏上部では経年変化がのこぎりの歯のようで， 約 2

年周期で変動している．成層圏でも 70年代は 2年周期の変動が顕著だが， 80年代に入ると

はっぎりしなくなる． 南北成分を見ると， 対流圏下部では 70年代半ばは北成分が小さく，

80年代初めに大きくなっており，ゆるやかな変動があるようだ．これに比べると，対流圏上

部より上層では，変動が激しく頌向はつかみにくい

3.5・ 対流圏界面高度の年変化

区19に昭和基地上空の第一対流圏界面高度の年変化をぷす．冬季 7-9月に庖界面は高く

(10-11 km), 12-4月にかけて低く (8-9 km)なっており， これは中緯度地方とは反対の変

化である．

このことは以前から観測事火として知られてきた．佐々木(1988)は，冬の間 H射がなくな

t r o p o p o u s e 
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Fig. JO. Monthly mean prc~fil<.>s of temperature (April 1986 to January 1987). 
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オゾンによる大気の加熱もなくなることで，

平均でみた気温の鉛疸分布である．

．
 
．．
 

昼ヽ

‘̀
t 

定性的に説明している．

対流圏での温度減率は臭・冬とも 6°C/km

［南極資料

図 JOは月

前後で標準

大気の減率とほぼ同じであるが， 対流圏上部から成層圏で夏と冬に並が生じる．対流圏界面

高度が低い 1' 4月には顕著な温度逆転を持つ應界面が観測されるが，

月は対流圏の上部から成層圏にかけてなだらかに気温が下がっており，

應界面が低い 8,

，
 

明瞭な圏界面は見い

だせなし‘• このような温度の鉛直分布は， MAN ABE and STRICKLER (1964)が示した放射対

流平衡にある大気の温度分布のうち「オゾンなし」の分布とよく似ている．昭和基地では

6月初めから 7月中旬まで日射がまったくなくなり， 当然オソツが太陽放射を吸収し，人気

を加熱することもなくなる． し、わば， オゾンなしの灰色大気の放射対流平衡に近いといえる．

高層気象観測指針（気象庁）では，

度を第一圏界面と定義している．

500 mbより上層で気温減率が 2°C/km以下となった高

冬季，昭和基地の上空では 7km付近からなたらかに気温

が下降し，

なる．

10-11 kmで減率が 2°C/kmとなるので， 圏界面凶腹が硲く見柏もられることに

4. 特殊ゾンデ観測

4. 1. 

4. I. I. 

オゾンゾンデ観測

観測方法および測器

特殊ソゞンデ観測実施要領（気集）j-')に非じて，

KC79D型オゾンソ乃／デをつり下げて， ’ー ・・ ・日メ¥{rm,

ヘリウムガスを充てんした自由気球に RS11-

風向， 風速およびオゾン量の垂直分布を観測

した． オゾンソ‘‘ンデからの信号は自動追跡型方向探知機 (055B-2)で受信し，総合自動気象

観測装脱 (AMOS)高層系によりデークの収集， Ji算処理および観測結果の作表等を行った．

表 9 ォゾンゾンデ観測状況

Table 9. List of observations by ozone sonde. 
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Fig. IJ. O::one and temperattヽreprofiles obsヽ•rved by ozone sonde. 
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飛揚時刻は地方時の 11時 00分 (0800UTC)を日原とした．

4. 1. 2. 観測状況および結果

成層隧の突然昇温時期である 9月から 11月までの1IJ水曜日に 12回の観測を予定していた

が，天候不順のため定期的な観測はできず，結果的には 1986年 9月から 1987年 1月までの

期間に 12回の観測を行った． このうち 1987年 1月21日はインド隊（ダクシ‘ノカンプトリ

旭地）との国際観測協力のため行ったものである．

12回の観測のうち，反応電流の停止等のためドプソソ比が大ぎく，責料が採用でぎなかっ

たものが 4例 (1987年 1月21日を含む），飛揚直後の発信停止が 1例， D55B-2プリアンプ

故障（異常発振）のためデータ取得ができなかったものが 1例あった．表 9に観測状況を，

図 11vこ観測結果を示す．

4. 2. 輻射ゾンデ観測

4. 2. 1. 観測方法および測器

特殊ソ｀ンデ観測実施要領（気象庁）に準じて，ヘリウムガスを充てんした自由気球に RSII-

R78D型輻射ゾンデをつり下げて，気温，風向，風速，上向ぎおよび下向ぎの輻射贔の華直分

布を観測した．輻射ゾンデからの信号は自動追跡型方向探知機 (D55B-2)で受信し，総合n
動気象観測装置 (AMOS)高層系によりデークの収集， 計算処理および観測結果の作表布を

行った．飛揚時刻は地方時の 20時 30分 (1730UTC)を目標とした．
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Table JO. 

表 10 輻射ゾンデ観測状況

List of observations hy radiation .¥・onde. 

騰｝易時刻 気I—l
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→ ---- --- ------――- ----―- -
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Figs. ]2a-e. 

4. 2. 2. 観測状況および結果

1986年 6月から 10月までの夜問， 快晴時に 10同の観測を行った．特にトラプルもなく，

順調に観測を行うことができた． 表 10に観測状況を， 図 12に観測結果を示す．

5. オゾン全量観測

5. 1. 観測方法と測器

観測はオゾン観測指針（気象庁） に準じ， ドプソンニ重分光光度計 (BeckNo. 119)を用

し、て， 太陽の北中時， 午前および午後の μ=1.5, 2.5を日慄に行った． データ処理にはデ
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図 12c

ィスクトップコンピューター (MULTI-16)を用いた．

5. 2. 観測状況

2月から 3月中旬および 10月から 11月までしま太腸北中時と p=2.5の 1日3回， 12月か

ら翌年］月中旬までは μ=1.5を加えた 1日5回， 3月中旬から 4月上旬にかけてと 9月は

太陽北中時のみの 1日1回の観測を実施した． そのほかの期間は太陽高度角が低いため， 太

陽光による観測は中断したが． 5月から 8月にかけて， 満月にあわせて月光による観測を行
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図 12e

った． 太陽光による観測期間中は直達光と天頂光の比較観測を行った． 点検は標準ランプ点

検を週 1回， 水銀ランプ波長点検および 2ランプ点検を月 1回の割合で行ったが， 点検結果

は全期間をとおして良好であった．

5. 3. 観測結 果

月別の観測回数は表 11のとおりである． 個々の詳しい資料については， Antarctic Me-

teorological Data Vol. 27 (JAPAN METEOROLOGICAL AGENCY, 1988)の totalamount of ozone 
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オゾン全贔観測 j11J数

The number of total o:::011e obser11atio11s. 
—• → ---- -—, ___二c,二-__ cc_,--c.=ここ＾二＝―-ニーー・~二=ご- ―_, ご＝＝ご"---·-こ：てご——•二←・ニニェニ．＾ご·=-~- --~ ニ：ニニこニニニニ・=----,

2月 3J] 4月 5JJ 6J] 7J] 8J] 9月 10月 11月 12J] 1月計
- - -.. --- - .. . . — ・-- ・~ ー・•—雪 ーー・- -- -- ---- .. -・-、 ．＾  

鋭測日数 28 23 7 I I 3 I 15 23 26 3 I 30 189 

表 11

Table II. 

観測回数
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Fig. /6. Ozone and temperature profiles in October and November. 
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の項を参照のこと. 1986年 2月から 1987年 1月までのオゾン全観旬平均値を図 13に示す．

)0月中旬からド旬にかげてオゾン全贔の忍激な増加が認、められる． これをもう少し詳しく

人るために 9月から 12月までの期間について， H別の全贔値（代表値）を図 14に，成層圏

の 30mb面および 50mb面の気温を図 15に， 10月から 11月にかげてのオゾンと気温の

鉛府分布を図 16に示す．図 15によると，この時期に成層圏の突然昇温がみられるが，特

に 50mb面では 10月 15日には一11°cであったのが，その約 1週間後の 10月21日には

-38°Cとなり，約 33°cの昇温が見られる．対応して，オゾン全贔は 10月 16日には 192m 

atm-cm と代表値としては越冬期間中の最小値を示していたが， その約 1週間後の 10月22

日には 440m atm-cm となり， これは代表値としては越冬期間中の最大値となっている．

また観測の時期は少し離れているが， ¥5<I 16のオゾツの鉛直分布をみると， 昇温期の前後

では，対流圏から成層圏下部までの分布に在化は見られないが， 50mb付近から上での分布

に大ぎな疫化が生じているのが分かる．

6. 天気解析

6. 1. 天気予測

昭和某地周辺における日常の諸作業の便と隊員の牛命の安全確保のため，プリザード：『の

悪天が予想される場合には，必要に応じてそのつど丸馴地内放送や掲ぷにより天気f測を発表

した．また，内陸や大陸沿岸の旅行および航空機の運行時についても，低気庄の情報，風・

真の状況などを随時連絡し牝意を促した．

6.2. 利用した資料

昭和某地におげる地卜．・高層気象観測資料のほか，次のような資料を利用した．

(l) FAX放送の天気図

ギ、9アンベラ放送の 00, 12 UTCの地上および 500mb解析図と 48時問予想図，マラジョ

ージナヤ基地放送の地卜．および 500mbの解析.J"想図を主に利用した．参考資料として，

マラジョージナヤの囚解析図、泊和l<図なども利用した．

(2) 消極各某地の気袋通糾

モーソソ某地経由でラジオテレタイフにより 6時間ごとに入電する外国基地の地上実況気

象報 (SYNOP), 地上高層実況気象恨 (TEMP)およひ地K解析恨， 囚解析報を利用した．

ラジオテレタイフによる各基地からの気依報の種類，時間は表 12のとおりである．

(3) 極軌道衛星の出写貞

NOAA-6, 9, IO号の大写真については， 'i'均して 4枚／日の赤外またば可視の画像を年

間を通して受信した．

(4) ロボット気象計

昭和基地の東，約 20kmの大陸上 (S-16)に設置されたロボット気象計により， l日2回



Vol. 33, No. 3] 第27次南極地域観測隊気象部門報告 1986

地点番サ

89001 

89050 

89052 

89132 

89512 

89532 

89542 

89544 

89564 

89571 

89592 

89606 

89611 

89642 

89657 

表 12 テレタイプによる気象通報の人遥状況

Tuble 12. Meteorological messages by radio teletJpe. 

基地名（国名） SYNOP TEMP IAC FLEET 

SANAE (South Africa) #8 

Bellingshausen (USSR) 4 

Arctowski (Poland) 4 

Russkaya (USSR) 4 

Novolazarevskaya (USSR) 4 

Syowa (Japan) 8 

Molodezhnaya (USSR) 4 2 一-, 

Mizuho (Japan) I 

Mawson (Australia) 8 I 

Davis (Australia) 8 # I 

Mirny (USSR) 4 

Vostok (USSR) 4 

Casey (Australia) 8 

Dumont d'Urvillc (France) 8 

Leningradskaya (USSR) 4 
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（数字は人＇屯回数/ II, #印ぱイ＜定期， 0印は月 I[nl) 

のゾンデ騰楊時に風速・気温の実況を把握した．

(5) その他の情報

航空機運航時の＇ぷ絲などの梢報および各旅行隊からの気象情報を利用した・

6.3. 経過

}(~{解析に必要な ft料としては，広い範囲の情報が迅速にかつ常時安定して人Fできる

ことがィ畑I欠である．その、は味ではだ況が即利用できる昭和J,t地の地上・高層観測資料と

NOAA叩、写真が最も利用できる資料であった．

昭和基地の高層観測資料から 12 時間ごとに閥度別の ~4温・風なと，また，サナニ， ノボ

ラザレフスカヤ，昭和，マラジョージナヤおよびモーソ／の 6 時間ごとの地上¼象観測のク

イムシーケンスをそれぞれ作成し，気象変化の状況を把握した．

衛星1.塁幻いこついては，衛星の切り換え (6号→10号）時を除いて安定して受画でき，以

手の太陽高度が高いと姿にはnJ視画像を，冬季および夜間には赤外画像を受信した. 2機の

衛星による 1日に 2軌道，最低でも 4枚/Elの受画ぱ，比較的狭い範囲の低気圧の位置決定，

移動f想には欠かせない資料であった．

FAX天気図は，広範囲の状況を把握できることから，総観的気圧系の移動等には必要な

資料であるが，屯波の伝播状況により受信できないことや放送時間が遅いこともあり，急を

要するf想には利用しにくい面もあった．

ラシオテレダイプによる父（象通報ぱ，東南極の各某地の地上および高層実況の詳細がわか

るが，通信時間の都合から 6-12時間の遅れた情報であること，屯報の解読が必要なことな
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どから気象現象の結果の解析に利用した．

そのほかのロボット気象計，旅行隊からの惜報などは，通信時間に制限があるものの，視

地の実況がわかる点では利用価値も高く他の梢報と併用することにより， より有効な資料と

なった．

全般的にみて気象情報が極端に少なく， しかも時には生命の危除にかかわるような天気の

泣変が発生することの多い地域において，氣依の予測を行うことはかなり難しいことである．

水の大陸と海洋が接する南極大腔沿岸地域は，現象の複雑さ笈化の激しさなど気象学的に

も過酷な地域である．大型の低気圧の発生• 発逹は， 多くの場合インド洋上で起こりプリザ

ードをもたらすが，その情報源としての観測地、点は， 1対側の大陸内や北側のインド洋上には

まったく存在しない

また，情報の少なさをカバーする、意味で，地域的な気象の特性を把握することも必要であ

るが，的確な観天望気を行えるほどの経験者はいない．

このような条件の中で，天氣の予測という困難な作業を的確に'l行するためには，長期間

にわたるデータの巷積と，多くの事例の解析が不nf'; こであるといえる．

7. そ の 他 の 観 測

7.1. 波長別自記直達日射計

第 26次観測隊に引ぎ続き，波長別の日射観測を行ったが，最近になって収集したデータ

に不連続があることがわかり，現在見I貞しを行っている． 原因は，第 26次観測隊との引き

継ぎ時に発生した電源部のトラプルによるものと思われる．

7.2. サンフォトメータ

席26次観測隊より定常観測が開始されたサソフォトメータは， 全般をとおしトラプルも

なく良好に経過した． 惑部の設置場所， データ収化・処理）j法は第 26次観測隊と同様に行

った．越冬期間の検定定数 (lo)を表 13に示す．

観測結果の“（波長指数）および /3(混濁係数）を第26次観測隊と比較してみると， avこっ

いては，第26次観測隊より観測値が高くエアロゾル粒fが小さくなっているここが推察され

る. /3については，第26次観測隊より観測値が低く，エアロゾル贔の減少が推寮される（図17).

表 13 検足定数 (1。) （ ）内（ま標i¥fl偏元：

Table 13. The extraterrestrial irradiance at mean Sun-Earth distance (standard deviation). 

期間 データ数
938 862 

i皮
778 

→―. --- --・--. 會----- --. -・ —- --・-- - -·-··-ー—- --・・・-・---------- -・-・・ —•• ● —•——-- - --—----• ,_ -- --- -

1986. 2. 1-4. 30 10 4.53 3. 13 2. 16 
(0.30) (0. 07) (0.05) 

9. 1-12. 31 17 5.02 3. 15 2. 15 
(0. 36) (0. 11) (0. 07) 

・-------一ー ・・ 一← 〒一 —- --- --・-← --・-・・-・---- ----・・ ・-----・-ー一一 - -~- ------~ ←一 ・・

長 nm

675 500 368 
------ - -------・ 一-- - -―------- - -・-

I. 96 4.23 5.45 
(0.05) (0. 10) (0. 14) 

2.00 4.37 5.99 
(0.07) (0. 16) (0.26) 

—---·-- ---- • - --・- - - . 一-・—-
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観測資料は AntarcticMeteorological Data, Vol. 27 (JAPAN METEOROLOGICAL AGENCY, 

1988)の atmosphericturbidity dataの項を参照のこと．

7.3. 積雪観測

観測場所（ま， 水山なこの風卜をさけ北の浦の海氷上（犬測、点からガ位 23度，距離 700m)

に設漑した．測定は 3月 19Hから開始し， II月24日まで約 1週間ごとに行った（図 18).
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図 17 岐長指数（りと比蜀係数({,)の月別究化 (I985-1986) 

Fig. 17. Monthly variation of wavelength expon四 tand turhidity coefficient (1985-1986). 
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Fig. /8. Maximum snow depth a110111af1・. 

8. ラングホブデ生物観測小屋における地上気象観測

8.1. 観測期間と項目

1986 年 11 月 18 日 08LT から 1987 年 1 月 9 日 08LT まで， 08• 21LTを定時観測として，
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ラングホプデ生物観測小屋 (69°15'S,39°34'E, 海抜 5m)において現地気圧・気温・風向・

風速・天気・、LL・視程の観測を行った．

8.2. 観測器材

気圧は携帯式指示気圧計，気温はスリング式温度計を用いて観測した．風向・風速は，樫

根に設置した風車型自記風向風速計を用いて t=I記紙から読み取った．気圧叶・温度計しまとも

に野外調牡用である．

8.3. ラングホブデの地勢

ラングホブデは昭和基地の南約 30kmにあるリュソす・ホルム湾沿岸のi柑岩帯である．

南北約 10km東西約 5kmの広さで，標高 500m近い山を有している．東には大控水の斜面

がせまり，西には而氷に覆われた面が開けている（図 19参照）．

゜
5
 

1 0 km 

図 19 ラングホブテの地努

Fig. 19. Topography of Langhol'dc. 
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8.4・観測結果

観測結果を表 14にぷす．また， 3時間ごとの風配凶を図 20にぶす．観測は臭季の一時期

であるが，明らかな日変化が読み取れる．朝のうち，東脊りの風（カタバ風）が吹き，昼前

には南西の風（海風）に変わり，夜半前にまた東寄りの風に変わるという海陸風の日変化で

ある．風速は東寄りの風が 5m/s前後であるのに対して，南西の風は 1-2m/sと弱い．昭和

枯地に比ベ一般に風が弱いのは主に地形の影響であろう．また，賭れた 1」には写真（凶 21)

にぷすような積宍 (CL=1)が発生する．

表 14 ラングホプデ地上気象銀測結果 (1986.11.18-1987. 1. 9) 

Table /4. Summaries of stヽ1faceobservation at Langhovde. 

1986年11月
I 1'旬 上旬

-- - -- --- --- -

現地気且: 08 LT 983. 5 983. 1 
mb 21LT 983.7 983.4 

--- -

気温 08LT --2.0 -1.2 
oc 

21 LT -2.0 -0.6 

風速 08LT 3. 7 3. 7 3. 2 4. 7 
m';s ESE ESE ESE E 

妓多）乱向 21 LT 2. 2 2. 8 1. 3 3. 0 
16方位 21 LT I N, WSW - - SW 

-- ---- -- -- --

雲は 08LT : 8. 3 I 7. 7 4. 3 8. 5 
0-10 21 LT 7.7 7.0 3.7 8.3 

- - -

11月下旬，:J:18-30 Uの平均， 1月上旬は 1-911の平均

月
旬

12
中

986.6 

985.3 

0.9 

1.1 

---

1987年 1)j
下旬 n、v-均 上旬

- - -

I 

976. 0 ! 981. 7 984. 9 
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図 20 ラングホプデの風配図 (3時間ごと）

flg. 20. Wind rose at Langlrovde (3 hourly). 
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これらの観測結果は鉗岩の日射吸収による昇翡iが対流活動を引き起こしてし、ることをぷし

てし、る．

図 21a Hi真 11J J 28 I J 1411か，小厨より北を叫む．

Fig. 21a. Cumulus. 141、T28th November. Nort!twardfi・o111 the !tut. 

図 21b 積翼 II月29Ii 13時，かんむり山の西小ピークから西を望む．

Fii.r. 21h. Cumulus. 13 LT 29th No11en1ber. Westwardfi・om a small 

peak 011 the west of'Mt. Kannwri. 
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